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860 グループ 811 グループ 1331 グループ 155 グループ 121 グループ 129 グループ

469 グループ 371 グループ 649 グループ 118 グループ 61 グループ 70 グループ

　　　・国機関関係 101 グループ 100 グループ 174 グループ 22 グループ 25 グループ 14 グループ

　　　・外国関係 52 グループ 60 グループ 103 グループ 22 グループ 7 グループ 10 グループ

○式典・大会出席挨拶 1170 回 1355 回 2444 回 316 回 146 回 154 回

○講演・シンポジウム 114 回 125 回 220 回 28 回 6 回 3 回

○県内各地への
　 出張回数

404 回 465 回 804 回 56 回 21 回 28 回

○県外各地への
 　出張回数

263 回 251 回 433 回 58 回 44 回 53 回

　　・東京 102 回 93 回 158 回 29 回 25 回 23 回

　　・大阪 95 回 100 回 176 回 18 回 14 回 26 回

　　・他府県
　　（東京、大阪除く）

62 回 58 回 99 回 11 回 5 回 4 回

○海外への出張回数 6 回 10 回 18 回 3 回 0 回 0 回

○公用車の
　 走行距離

96,110 Km 104,240 Km 183,107 Km 20,638 Km 12,010 Km 15,279 Km

○県内企業訪問 63 回 23 回 41 回 4 回 4 回 7 回

173 項目 175 項目 305 項目 59 項目 54 項目 73 項目

234 回 254 回 419 回 52 回 10 回 34 回

○企業首脳トップ
 　セールス

158 回 160 回 282 回 38 回 23 回 26 回

－

○国の要人との政策
　 議論・要望

○県外から県庁を訪問
 　して下さったお客様

（中国、スペイン、イタリ
ア・フランス、ブラジル・ペ
ルー、トルコ、中国）

就任13年目 就任15年目

(H22.12.1～
　　　　H26.11.30)

就任14年目

(R元.12.1～
　　　　R2.11.30)

(R2.12.1～
　　　　R3.11.30)

(H26.12.1～
　　　　H30.11.30)

(H30.12.1～
　　　　R元.11.30)

(H18.12.19～
　　　　H22.11.30)

（中国、アメリカ、香港・シ
ンガポール、デンマーク・
スペイン、タイ・オーストラ
リア、香港、インド、ブラジ
ル、アメリカ、香港）

（インド・ベトナム、アメリカ・
メキシコ・カナダ、イタリア、ト
ルコ・スペイン、イタリア、イ
ンドネシア・香港、マレーシ
ア・中国、オークランド、台
湾、ブラジル・アルゼンチ
ン、中国、香港・インド、韓
国・中国）

（スペイン、シンガポー
ル・タイ・香港、中国）

－

○県内から県庁を訪問
　 して下さったお客様

Ⅰ　県民と親しみ、県外に進攻した活動実績

１期目 2期目 3期目
４期目
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Ⅱ　新型コロナウイルス感染症対策

第三波（令和2年11月上旬～令和3年3月上旬）

入院患者最大149名（1/22）、1日当たり最大感染者24名（1/20）、クラスター発生20件

第四波（3月中旬～7月中旬）　※アルファ株が中心

入院患者最大385名（4/25）、1日当たり最大感染者55名（4/20）、クラスター発生32件

第五波（7月中旬～令和4年1月上旬）　※デルタ株が中心

入院患者最大562名（8/26）、1日当たり最大感染者90名（8/20・8/24）、クラスター発生32件

「早期発見」「早期隔離」「徹底した行動履歴の調査」「保健所の統合ネットワーク」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋データに基づいた対策

病床数の確保　　　当初32床　→　ピーク時605床（第五波）

出口における宿泊療養施設の利用（4/27～）

退院基準（10日→7日）の変更

医療機関や市町村と連携し、県全体でワクチン接種を強力に推進
 12歳以上の2回接種率　82.6％（全人口75.4％）

医療従事者向け優先接種

高齢者向け優先接種

職域接種（県内9事業者10会場）

3回目接種

感染状況を踏まえた「県民の皆様へのお願い」を発出

　　不要不急の外出自粛（紀北）4/14～4/20（全県）4/21～6/6、8/17～9/30

　　和歌山市の飲食店に対する営業時間の短縮要請（4/22～5/31）

　　学校における部活動の制限
　　　　（感染状況に応じて、県外校又は県内校との練習試合・合同練習を制限）

○主な支援策

コロナ禍の影響を大きく受けた航空会社や鉄道会社から人材を受入
　ANA1名、JAL1名、JR西日本3名、CKTS㈱（関西エアポートグループ）10名

飲食・宿泊・旅行業給付金、地域交通運行継続給付金

中小企業融資の当初融資枠として過去最大の1,200億円確保

和歌山県営業時間短縮要請協力金

わかやまリフレッシュプラン２ｎｄ

飲食・宿泊・サービス業等支援金（第Ⅰ期）、和歌山県宿泊事業者事業継続支援補助金、飲食店感染拡
大防止対策助成金

飲食・宿泊・サービス業等支援金（第Ⅱ期）、わかやまリフレッシュプラン３ｒｄ

8月13日

○行動の自粛

3月～

4月～

6月～

○ワクチン接種

○感染状況

○保健医療行政

4月～

7月～

10月～

5月～

12月～

4月～

3月～

6月～

4月～
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新型コロナウイルス感染症予防対策認証制度を創設
「業種ごとの感染拡大予防ガイドライン」の遵守状況を調査の上、基準に適合していると認めた事業者
に認証マークを交付
回復した患者を受け入れる後方支援医療機関の体制整備

関西広域連合構成府県からの患者受入

罹患し回復された方の体験に基づくメッセージの紹介

マスク等の着用が困難な方への意思表示カードの交付

後遺症のまとめ

ワクチン・検査パッケージ等促進事業の開始

新型コロナウイルス感染症に係る誹謗中傷等が行われないよう、街頭啓発や研修会を実施

Ⅲ　談合システムからの訣別と清潔な県政の実現

○入札制度の見直し

「防災・減災、国土強靭化のための5か年加速化対策事業」並びに通常事業（R3試行）にかかる
予定価格（税抜き）1億円以上2億円未満の工事に、
・総合評価落札方式（特別簡易型）を適用  ※ただし、橋梁上部工、水門工事等高度な技術力を要するものは除く

・厳格な低入札価格調査を適用
・予定価格の事前公表
・入札公告期間を10日短縮（25日以上を15日以上に変更）

２． 公共工事におけるダンピング対策の更なる徹底（4月）

予定価格（税抜き）1億円以上の工事のうち予定価格を事後公表する比較的規模の大きい建設工事に
おいて、より厳しい基準で調査する特別重点調査の対象額の引き上げを実施
・ 特別重点調査基準額の設定率　：一般管理費の30％を50％に改定

３．補償関係コンサルタント業務の区分・地域条件の見直し（6月）

「営業部門・特殊補償部門」及び「事業損失部門」の区分・地域条件について、従来の区分Ｂ（県内・県
外混合）を、簡易な業務：区分Ｂ１（県内）とそれ以外の業務：区分Ｂ２（県内・県外混合）に細分化

7月

11月

8月

12月

4月

5月

5月

１． 入札執行の迅速化・効率化（4月）

通年

○その他
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Ⅳ　新しい県政の運営方法の導入

○

・
・

事務事業の一層の見直し　▲9.3億円
ＲＰＡ(ソフトウェア上のロボットによる業務の自動化)、AI-OCR（人工知能を活用した光学式文字読取装
置）、議事録作成支援システム、モバイル専用行政事務用パソコンなどＩＣＴの活用による事務の効率化

○

・ 関西広域連合等、府県域を越えた連携を推進するための体制強化

関西広域連合をはじめとした、府県域を越える広域的な連携強化を図るため、知事直轄の担当参事を
配置

・ 新型コロナウイルス感染症対応のための体制強化

ワクチン接種など、新型コロナウイルス感染症対応に係る体制強化のため、健康推進課にワクチン接種
支援班を設置するとともに、医務課・健康推進課・保健所における人員体制を強化

・ 近畿自動車道紀勢線（新宮道路）の用地取得を推進するための体制強化

東牟婁振興局新宮建設部用地課に新宮道路用地グループを設置

○

・ 中央省庁等への派遣を推進　7省7庁等に26人

・ 外国等への研修派遣を推進　5団体に8人

・ 都道府県等との交流を推進　京都府、関西広域連合に6人

・ 民間等との交流を推進　10団体に11人

・ 県内市町村等との人事交流を推進　7市町等に16人

・ 大学院等への研修派遣を推進　11人

・ 災害復旧応援（熊本県人吉市）　1人

・ 就職氷河期世代、UIターン型職務経験者を対象とした採用試験を実施

・ 育児・介護等を理由に退職した県職員を対象とした再採用試験を実施

○

本県と日本郵便株式会社とで、それぞれが有する人的・物的資源を有効に活用し、県民サービスの向
上、地域の一層の活性化等を図ることを目的に包括連携協定を締結

○

行政手続のデジタル化を推進し、県民が行政サービスを受ける際の利便性を高めるという視点から、押
印の必要性について見直した結果、3980件の手続きで押印廃止

○

著名な観光資源等がない過疎地域であっても、最先端技術と規制改革で再生できるというモデルを示す
べく、すさみ町とともに「南紀熊野スーパーシティ」構想を提案
国の専門調査会において、全ての提案団体に対し、規制改革などについて再提案を求めることを決定し
たことを受け、内容を拡充して10月に再提案

○

県の重点施策を推進する上で必要となる予算の確保や制度の創設・拡充に向け、関係省庁に対して提
案･要望活動を実施（提案・要望先：内閣府･内閣官房､総務省､法務省､財務省､文部科学省、厚生労働
省､農林水産省､経済産業省､国土交通省､環境省、防衛省、警察庁）

○

「令和4年度新政策と予算編成方針」を提示し、市町村長と意見交換を行うことを目的に、紀北・紀南地
域でそれぞれ開催

○

県及び県内市町村における効率的な行政事務を確立するため、連携協定を締結
　業務量調査に基づく業務プロセスの可視化、業務改善に向けた課題の抽出・分析など

コニカミノルタ㈱との連携協定（12月）

スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定に関する提案（4月）

令和4年度国の施策及び予算に関する和歌山県の提案・要望（6月）

新政策にかかる市町村長懇談会（10月）

｢中期行財政経営プラン」に基づく行財政改革の取組

組織改正（4月）

人事異動（4月～）  　　

日本郵便株式会社と包括連携協定を締結（3月）

押印を求めている手続きの見直し（3月）
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Ⅴ　ひとを育む

１．未来を拓く子どもを育てる環境づくり

①　子どもが心豊かにたくましく育つ環境づくり

○

関係機関、団体、地域社会が一体となり、県民総ぐるみで夏期の青少年の非行防止、健全育成、有害
環境の浄化、犯罪被害防止、水の事故・交通事故の防止を図り、すべての青少年が「明るく・正しく・たく
ましく」育つことを目的とした取組を実施

○

「子供・若者育成支援強調月間」行事の一環として、子供・若者を正しく心豊かに育成する気運を醸成す
るため、「育てよう！支えよう！見守ろう！和歌山の青少年」をメインテーマとして実施（参加213人）

○

インターネットの利用問題について地域の青少年と大人が共に考え、さらに社会全体で課題を共有する
ことにより、より良いインターネット利用環境づくりの体制を構築することを目的として実施（参加103人）

○

同盟への企業等の参加を促進するとともに、セミナーの開催等により好取組事例を参加企業に横展開
するなど、仕事と子育てが両立しやすい社会の実現を促進（616企業・団体が参加済み）

○

地域から学校、学校から地域への互いの要請に応え、学校と地域をつなぐ「きのくに教育コミュニティス
クール」を推進（県内公立学校401校のうち393校（98.0％）で導入済み）

②　子どもたち一人一人が志高く未来を創り出す力を育む教育の推進

○

アジア・オセアニアの国・地域の高校生と本県の高校生が、世界共通の諸課題について意見交換（ウェ
ブ会議ツールを利用）し、国際社会で活躍できるリーダーを育成（国内外あわせて40校83名が参加）

○

外務省が推進する国際交流事業「対日理解促進交流プログラムJENESYS」の一環として、本県高校生
とベトナム・クアンナム省高校生との間で、オンラインによる学校交流を実施（参加者　和歌山県：23名、
ベトナム：20名）

○

科学に興味関心のある高校生が切磋琢磨する場を設け、科学や理数系分野への学習意欲の一層の向
上を図り、科学技術の発展を担う人材を育成することを目的に実施（参加者51名）

○

日頃の英語の学習成果を発表する機会を通して、物事を多角的な視点から捉える態度を育成するとと
もに、ディベート活動を通して生徒のコミュニケーション能力の向上を図る（参加者24名）

○

広く世界で活躍できる人材を育成するため、高校生等を対象に、英語についての知識や和歌山県、日
本、世界の事柄について、幅広く英語で質問するクイズ大会を実施（参加者118名）

○

全国に先駆け県内全域でプログラミング教育を実施している中、児童生徒の更なる学習意欲の向上を
図るため、プログラミングコンテストを開催（参加者77名）

夏の子供を守る運動（7月～8月）

子供・若者育成支援県民大会（10月）

第1回わかやまネットフォーラム（12月）

わかやま結婚・子育て応援企業同盟の推進

きのくにコミュニティスクール

世界との対話と協働：アジア・オセアニア高校生フォーラム（7月）

第10回和歌山県高校生英語ディベート大会（10月）

和歌山県‐ベトナムJENESYS学校交流プログラム（9月）

きのくに科学オリンピック（10月）

第10回わかやま高校生クイズ in English（12月）

きのくにＩＣＴプログラミングコンテスト Switch Up WAKAYAMA 2021最終審査会＆表彰式（12月）
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２．みんなが活躍できる社会づくり

①　誰もが働きやすく、多様な人生を楽しめる社会づくり

○

多様性を認め合い、誰もが活躍できる社会の実現に向け、県の行政サービス・制度における不利益や
不都合な取扱いを解消（原則、法律婚、事実婚、同性カップルを同様に取扱う）
　対象のサービス・制度：犯罪被害者法律相談、ＤＶ被害者相談、心身障害者扶養共済制度、
　　　　　　　　　　　　　　　県営住宅への入居
性別欄のある申請書等について、法律等により記載が必要なものを除き、性別欄を廃止又は自由記述
（廃止85、自由記述85）

○

女性が継続して働き活躍できる環境を整備し、その能力を十分に発揮できることを目的に結成した「女
性活躍企業同盟」への企業等の参加を促進（871企業・団体が参加）

②　共に支えあう地域社会づくり

○

和歌山県と清華大学との包括交流に向けた覚書を締結
　交流分野：人材、青少年、学術、相互発展

③　健康で心豊かにすごせる社会づくり　

○

スポーツ振興と青少年の健全育成を図るとともに、県及び市町村の活性化を目的に開催

○

平成28年度に読売日本交響楽団から寄託を受けた、紀州徳川家第16代当主頼貞侯にゆかりのある西
洋音楽関係資料コレクション「南葵音楽文庫」の研究成果として書籍3点を刊行
『紀州徳川400年南葵音楽文庫案内』『薈庭楽話（わいていがくわ）』『徳川頼貞侯の横顔』

○

・ オリンピック聖火リレー（4月）

三重県から火を受け、4月9・10日の2日間で県内14市町において聖火リレーを実施（ランナー178人）

・ 男子サッカーホンジュラス代表合宿（7月）

男子サッカーホンジュラス代表が上富田スポーツセンターにおいて合宿を実施

・ 男子サッカードイツ代表合宿（7月）

男子サッカードイツ代表が紀三井寺公園陸上競技場において合宿を実施

・ パラリンピック聖火リレー「聖火フェスティバル」（８月）

本県で採火した火を集火式(東京)に向けて送り出すフェスティバルを田辺スポーツパーク体育館におい
て開催

・四十住さくら選手が金メダル獲得（8月）

スケートボード競技女子パーク種目において、四十住さくら選手が金メダルを獲得
12月に和歌山県スポーツ栄誉賞を授与

○

全国の高校生の創造活動の向上や相互交流を深めることを目的に和歌山県で初めて開催
総合開会式やパレードといった開会行事をはじめ、県内10市町で22 競技部門大会を実施

多様性を認め合い誰もが活躍できる社会の実現

東京2020オリンピック・パラリンピック

女性活躍企業同盟の推進

中国清華大学との覚書締結（11月）

第45回全国高等学校総合文化祭「紀の国わかやま総文2021」（7月～8月）

紀州徳川400 年記念出版　南葵音楽文庫関連書籍３点同時刊行（3月）

第20回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会（2月）
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○

・ 開会式（10月）

多様で個性豊かな和歌山の文化や歴史を歌や踊りなどで表現するステージプログラムとして、世代や地
域の違いや障害の有無などにかかわらず、多様な人々が県内外から一堂に会し、個性豊かな和歌山の
文化を楽しむステージを実施
　会場：和歌山ビッグホエール　来場者数：900名

・ 世界遺産 高野山シンポジウム（11月）

祈りの聖地“高野山”。若き日の空海や高野山の魅力について、高野山・熊野を愛する100人の会のメン
バーによる講演やパネルディスカッション等を実施
　会場：高野山大学松下講堂黎明館　来場者数：300名

・ よみがえりの地　熊野音楽祭　川島ケイジコンサート（11月）

よみがえりの地“熊野”。世界遺産を舞台に、プロのアーティストと県内の出演者が一緒になって、音楽
や伝統芸能のコンサートを開催
　会場：熊野本宮大社、旧社地大斎原　来場者数：300名

・ 見て！感じて！楽しい人形劇（11月）

耳の聞こえる人と聞こえない人がともにつくる神奈川の人形劇団「デフ・パペットシアターひとみ」による
防災人形劇「稲むらの火」を上演
　会場：県立和歌山ろう学校　来場者数：150名

・ 聴いて♪弾いて♪みんなの音楽祭（11月）

障害のある人のピアノ演奏会及び誰でも指一本でピアニストのように華麗な演奏ができるピアノの体験
会を開催
　会場：貴志川生涯学習センター　来場者数：230名

・ ふれあいアート体験（11月）

障害の有無にかかわらず気軽に芸術文化の楽しさに触れてもらえるワークショップ等を開催
　会場：和歌山ビッグウェーブ　参加者数：70名

・ よみがえりの地　熊野音楽祭　西村由紀江コンサート（11月）

よみがえりの地“熊野”。世界遺産を舞台に、プロのアーティストと県内の出演者が一緒になってコン
サートを開催
　会場：熊野速玉大社　来場者数：300名

・  よみがえりの地　熊野音楽祭 世界遺産「高野・熊野夢舞台」コンサート（11月）

毎年、世界遺産「高野・熊野夢舞台」と銘打ち、世界遺産を舞台にコンサート等を開催するとともに、世
界遺産を中心に所在地域の魅力を各種メディアを介して全国に情報発信することで、当該地域へのさら
なる誘客を図る。今年度は国文祭の特別連携事業として、「熊野那智大社」でコンサートを実施
　会場：熊野那智大社
　出演者：那智田楽保存会、小柳ゆき（J-POPシンガー）
　参加者数：250名

・ わかやま食と芸能の祭典（11月）

紀州三大祭りや文化団体・障害者関係団体によるステージイベントを開催するとともに、和歌山の名産
品や梅酒・日本酒等の販売を実施
　会場：和歌山ビッグホエール　来場者数：3600名

・ 全国障害者作品展（11月）

全国から募集した障害のある人の美術作品の展示
　会場：和歌山ビッグ愛　来場者数：1200名

・ 心の豊かさをみつける演劇会（11月）

鳥取県の劇団「鳥の劇場」がプロデュースする、障害のある人とない人が共に舞台を作る「じゆう劇場」
の短編作品を上演
　会場：和歌の浦アート・キューブ　来場者数：90名

第36回国民文化祭・わかやま2021
第21回全国障害者芸術・文化祭わかやま大会「紀の国わかやま文化祭2021」

7



・ 閉会式（11月）

県内各地で繰り広げられた様々な取組を総括するステージプログラムを展開し、世代や地域の違い、障
害の有無などにかかわらず交流した人々が大会期間中に得られた感動と喜びを分かち合えるステージ
を実施
　会場：和歌山県民文化会館　来場者数：600名

○

文化の向上発展に特に顕著な功績のある方々を表彰
　文化賞：久保田弘敏
　文化功労賞：多田佳世子、半田美永
　文化奨励賞：伊藤彩、松井俊介、吉本英樹

④　人権尊重社会の実現

○

インターネット上の人権侵害を防止するため、県民に対しインターネット上の問題点や正しい使い方につ
いて理解を深めることを目的として開催（シンポジウムには84人が参加）

○

県内中小企業者等に対して企業の社会的責任としての人権尊重の理念を普及させ、人権意識の涵養
を図ることを目的に講演会を開催（2会場で計52人が参加）

○

幼児期に「思いやり」や「いたわり」の心を育み、人権を尊重できる子供を育てることを目的とした幼児向
け人権啓発プログラム「人権感覚を育てよう」プログラムを保育所や幼稚園等で実施できるファシリテー
タを養成（2会場で計29人が参加）

○

同和問題について正しい理解と認識を深め、一日も早い解決を図るため、11月を同和運動推進月間とし
て、広報紙による啓発や講演会など様々な取組を実施

○

人権に関する問題について、県民の理解と関心を深め、人権意識を普及・高揚を図ることを目的として、
NPOや関係機関と協働してフェスティバルを開催（参加者88団体、3000名）

○

県民の人権意識の普及・高揚を図るため、11月11日から12月10日までを「人権を考える強調月間」とし
て、各種取組を実施

○

県内中小企業者等に対して企業の社会的責任としての人権尊重の理念を普及させ、人権意識の涵養
を図ることを目的に講演会を開催（参加者43名）

○

障害の有無や世代を問わず誰もが楽しめるハンドサイクルを体験することで、全ての人が平等に生活で
きることを知り、障害のある人の人権を正しく理解することを目的に開催（参加者20名）

○

県内の企業、NPO等の団体と県が協働して人権啓発活動を積極的に展開するため、「和歌山県人権尊
重の社会づくり協定」を締結（19企業・団体と新規に締結）

「和歌山県人権尊重の社会づくり協定」新規締結

ふれあい人権フェスタ2021（11月）

「人権感覚を育てよう」プログラム講師養成セミナー（6月）

令和３年度和歌山県文化表彰式（11月）

講演会「企業における人権」（1月）

「インターネットと人権」シンポジウム、公開講座（1月）

人権・発見・体験教室「ハンドサイクルを体験してみよう！」（12月）

同和運動推進月間（11月）

人権を考える強調月間（11月～12月）

講演会「企業における人権」（11月）
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Ⅵ　しごとを創る

１．県内企業の成長力強化

①　中小企業の競争力強化

○

県内中小企業の販路開拓のきっかけとするため、軸受・ベアリング・ねじ・ばねなどの機械要素や、金
属・樹脂に関する加工技術を一堂に集めた技術展に集団出展（8社出展：カタログ展示とオンライン商談
ブースのみ設置）

○

安全・安心を基本に、幅広い分野の優れた県産品等を“和歌山らしさ”“和歌山ならでは”の視点で推奨
する県優良県産品『プレミア和歌山』推奨制度の認定品発表会を実施（84品目65事業者を認定）

○

県内事業者のデジタルシステム導入により生産性向上を実現し、付加価値額を高めることを推進するた
め、シンポジウムを開催（現地会場約200名、オンライン配信約600名）

○

新型コロナウイルス感染症による影響を受けた飲食業をはじめとする事業者を対象に、クラウドファン
ディングを活用した資金調達の方法や業務の効率化を図るためのデジタル化技術の活用を紹介するオ
ンラインセミナーを開催（参加者46団体57名）

○

県内中小企業の優れた製品や技術力をPRし販路開拓のきっかけとすべく、パーソナルギフトや生活雑
貨の国際見本市に集団出展（参加事業者6社）

○

食品の生産や製造、加工などを手掛ける県内企業の販路開拓を支援するため、これらの県内企業と県
内外の購買企業との商談の場を提供することを目的に実施（出展企業86社）

○

県内事業者の事業継続や新事業展開への取組みを支援するため、クラウドファンディングやeコマース
の活用、キャッシュレス決済の導入など、コロナ禍における事業拡大の手法を紹介するセミナーを開催
（参加者　会場21名　オンライン配信27名）

○

全国３３の信用金庫が実行委員となっている「よい仕事おこしフェア実行委員会」（事務局：城南信用金
庫）が有するネットワークを活用することにより、中小企業支援や地域の活性化等を図るため、包括連携
協定を締結

②　新たな産業の創出

○

２月に実施した事業者募集において、応募のあった㈱オリエンタルコンサルタンツと㈱淺川組からなる共
同事業者を優先交渉権者に選定し、官民連携による事業実施に向けて基本協定を締結

○

将来の和歌山県を支え、世界にはばたくグローバル人材の育成を目的に、50歳未満の県内企業の経営
者等58名を対象にした「第9期わかやま塾」を開講（全9回開催）

○ わかやま起業塾（9月～1月）

起業に必要な知識・ノウハウを体系的に学びながら、事業計画書の作成に繋げるワークショップ主体の
講座を開講（隔週土曜日　計11回）

○

官民連携事業として基本協定を締結した、南紀白浜空ビジネス拠点整備・運営事業について建設工事
が着工（施設開業予定：令和4年6月）

○

令和3年1月以降新たに15社の企業立地が決定 （※23頁参照）

企業誘致の推進

「第25回機械要素技術展」への集団出展（2月）

第13回プレミア和歌山推奨品発表会（3月）

第92回東京インターナショナルギフトショー秋2021（10月）

第9期わかやま塾の開講（6月～2月）

デジタル化推進シンポジウム（7月）

クラウドファンディング活用支援＆デジタル化推進セミナー（8月）

よい仕事おこしフェア実行委員会との包括連携協定締結（11月）

南紀白浜空港展望広場（空港公園）内ビジネス拠点整備・運営事業の優先交渉権者の選定と基本協定締結
（3月）

わかやま産品商談会in和歌山（11月）

コロナ禍で一歩踏み出そう！事業拡大応援セミナー（11月）

南紀白浜空港展望広場（空港公園）内ビジネス拠点建設工事の着工（11月）
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③　産業を支える人材の育成・確保　

○

就活サイクルプロジェクトの一環として、一般求職者向けの合同企業説明会を県内4会場で開催
　参加企業161社、参加者223名（いずれも4会場合計）

○

県内産業の次代を担う人材の確保を図るため、大谷大学と就職支援に関する協定を締結（締結は13大
学目）

○

和歌山県へのＵターン就職を希望する学生などを対象に、対面式の合同企業説明会を開催
3月開催の第54回は過去最多の134社が参加
(参加者合計628名)

○

県内出身学生の県内就職を促進するため、その保護者等を対象に、最新の就活事情や就活に対する
保護者の関わり方等についてのセミナーをWEBで実施（参加者合計119名）

○

和歌山県へのUIターン転職を希望する方を対象に、オンライン企業見学ツアー（2社）や、和歌山の魅力
をInstagramで発信している和歌山出身の現役大学生グループと協働した「わかやまの暮らし紹介＆座
談会」を実施（参加者10名）

○

県内産業の次代を担う人材の確保を図るため、関西大学と就職支援に関する協定を締結（締結は14大
学目）
12月にキックオフイベントとして県内企業若手社員（関大OBOG）との交流会を開催（参加者15名）

○

高校生・大学生のためのわかやま就職ガイドによるPR、高校生向け企業説明会の開催、大学との就職
支援協定の推進等により、若者の県内就職を促進（令和3年3月卒業の高校生の県内就職率：76.6%）

２．農林水産業の振興

①　農業の振興

○

施設園芸用環境制御機器やドローンなどの先端技術を活用した製品の紹介と展示、並びに講師の先生
を招いたスマート農業の実践に関する講演を行うフェアを開催

○

かつらぎ町の豚飼養農家1戸で豚熱が発生、延べ400人を動員し防疫措置を実施（発生から3日後に全
ての防疫措置を完了）

○

和歌山県産品の海外への販売促進、魅力向上等、販路拡大に係る相互協力・連携に係る協定を締結

○

和歌山市布引地域で生産される「わかやま布引だいこん」が農林水産省により地理的表示（GI）として登
録

○

優れた技術を次世代に伝承するため、卓越した栽培技術を持つ農業者を「匠の技 伝道師」として7名を
認定

○

あらゆる県産農水産物･食品がすぐに購入できるサイトの構築をめざし、｢ふるさと和歌山わいわい市
場｣を拡充させ、食の総合ポータルサイト｢おいしく食べて和歌山モール｣としてリニューアル

○

農業経営者として必要な能力の修得を目指す農業経営塾を運営し、地域農業をけん引する強い経営体
を育成（受講生16名）

UIターン転職フェア（オンライン企業見学ツアー、わかやまの暮らし紹介＆座談会）（10月）

若者の県内就職・定着の促進

わかやまスマート農業フェア（1月、7月）

豚熱への対応 （1月）

「匠の技 伝道師」認定証交付式 （7月）

食の総合ポータルサイト｢おいしく食べて和歌山モール｣オープン （7月）

関西大学と就職支援協定を締結（11月）

株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスとの連携協定（３月）

わかやま農業ＭＢＡ塾（8月～2月）

大谷大学と就職支援協定を締結（2月）

保護者向け就活セミナー（5月、12月）

再就職のための合同企業説明会（2月）

きのくに人材Ｕターンフェア（3月、8月）

「わかやま布引だいこん」が地理的表示（GI）として登録（5月）
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○

環境制御技術実践者等を対象に、環境制御の専門家によるスマート農業実践塾を開催し、実践的かつ
体系的な講義と現地研修を実施

○

果樹におけるスマート農機（リモコン式草刈機、アシストスーツ、農業用無人車）の操作講習を実施

○

温州みかんの市場評価を高めるため、JAグループと連携し、糖度選別が可能な光センサー選果機を利
用して厳選したみかんを市場に出荷する取組を推進（令和2年度から国の加工・業務用果実安定供給連
携体制構築事業を活用）

○

6次産業化に取り組むまたは取り組もうとしている農林漁業者を対象とした研修会を開催（参加者15名）

○

10月1日に日本産温州みかんのベトナムへの輸出が解禁されたことを受け、ＪＡグループ和歌山、ＪＥＴＲ
Ｏ和歌山、和歌山県の3 者連携のもと、日本で初めて温州みかん（２ｔ）を輸出し、現地高級スーパー
マーケット等で販売

○

県内で獲れた野生イノシシ、シカ肉をジビエ料理として楽しむイベントを、参加飲食店・宿泊施設（77店
舗）において開催

○

2月：食品輸出商社とのオンライン商談会（商社4社、県内事業者11社）、3月：FOODEX（県内出展事業
者17社、全体来場者数25,754人）、4月：「第6回旅するSAKE」フェア（酒造会社9蔵、食品事業者4社）、9
月：ダイエット＆ビューティーフェア2021（県内出展事業者５社、全体来場者数12,935人）、10月：全国食
の逸品ＥＸＰＯ（県内出展事業者13社、全体来場者数24,250人）

○

生産者の行う安全管理の充実と生産情報の提供を促し、消費者のより高い安心感につなげていくため、
これまでに市場流通12事業者35品目、直売所等7事業者31品目の取組を支援

○

地産地消の取組、県の伝統的な捕鯨文化及び鳥獣被害の現状への理解促進を図る取組として、県内
小中学校等の給食として「みかん」、「魚」、「鯨肉」、「ジビエ」を延べ1,418校に提供

○

野生鳥獣による農作物被害を減少させるため、捕獲、防護柵の設置、狩猟者の育成、環境整備を総合
的に推進（ニホンジカ：夜間銃猟（84頭）・管理捕獲（1,242頭）、ニホンザル：管理捕獲（116頭））

○

病害虫発生予察情報の提供、防除対策の指導
県内３会場でクビアカツヤカミキリ被害対策研修の実施(8月、10月)

○

農地中間管理機構と本県独自に各地域に設置した農地活用協議会の一体的な取組を加速させ、平成
26年度からの累積で1,047ha（11月末現在）の農地を借受・転貸

○

農地中間管理機構が遊休農地をリフォームし、一団の農地として担い手に貸付、売渡しを行うことにより
遊休農地解消を図る取組を支援。令和3年度の解消予定面積は12.7ｈａ（12月末現在）

②　林業の振興

○

森林経営管理制度と森林環境譲与税を活用し、地域経済を活性化するとともに次世代に豊かな森林を
繋げていくため、県内の林業関係者を対象に研修会を開催（参加者113名）

○

森林及び樹木を守り、または育てる活動について、特に顕著な功績があった3団体を表彰

農地流動化の推進

わかやまジビエフェスタ2020-2021 （12月～2月）

わかやまスマート農業実践塾（果樹コース）（8月～9月）

日本で初めてベトナムに温州みかんを輸出（11月）

農作物の鳥獣害対策

わかやまスマート農業実践塾（施設園芸コース）（1月～2月、8月～11月）

みかん厳選出荷7年目スタート（9月）

和歌山県緑化功労賞表彰式（7月）

和歌山版遊休農地リフォーム化支援事業の推進

6次産業化人材育成研修会（10月）

農作物の病害虫対策

販路開拓・販売促進の支援

わかやま農産物安心プラス

県内小中学校等への県産農水産物の提供

「新・紀州林業への挑戦」研修会 森林を守り・活かし・つなぐ（1月）
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○

都市部において、良質な紀州材を産出する紀州林業と和歌山県への移住についてのプロモーション動
画やＳＮＳ等を効果的に使った広報活動によりＰＲを行い、紀州林業への関心を高め、さらに和歌山へ
の興味関心を高めるため、体験型セミナーを東京・大阪等で開催

○

森林の恵みとそれを支えてきた山村への理解と関心を深めるため、県内の園児、児童、生徒を対象に
絵画を募集（応募総数：122校　1,599点）、優秀作品による展示会を開催

○

"ウッドショック"の現状を踏まえ、木材の安定供給体制の構築に向け、今後の木材需要の展望やサプラ
イチェーンの重要性などについて、県内の林業関係者を対象に研修会を開催　(参加者129名）

○

県外において紀州材を積極的に利用している企業に対し、紀州材ベストユーザー賞を贈呈
　受賞者：㈱アーキヴィジョン広谷スタジオ

○

県内林業従事者の伐木技術の向上及び安全作業に対する意識高揚を図るとともに、紀州林業の魅力
を発信し、新規就労希望者の拡大を目的とし開催

○

環境への関心の高いビジネスパーソンや一般消費者、行政・自治体、NPOなど、環境を取り巻く多様な
ステークホルダーが一堂に集う展示会（出展規模約300社）に｢企業の森｣を出展

○

4月：優良紀州材展（東京中央木材市場）、6月：紀州材展（西垣林業名古屋市場）、10月：大紀州材展
（丸宇木材市売 大栄浜市場）

○

企業や労働組合などの方々に社会・環境貢献活動の一環として森林の保全に様々なかたちで取り組ん
でいただく「企業の森」について、新たに3企業が調印

○ 「企業の森」森林保全活動

「企業の森」に参加している7企業・団体が植栽、下草刈り、間伐などの森林保全活動を実施

○

平成29年7月に素材生産量の拡大を図ることを目的に、「和歌山県森林・林業総合戦略」を策定
令和3年の素材生産量は前年に比べ16千m3増の260千m3（対前年比107％）

○ 原木市場の活性化

丸太の付加価値の向上のため県内の4市場において、丸太への強度等を表示する取組を開始

○ 都市部での紀州材の新たな販路開拓

紀州材を取り扱う県外工務店を「わかやま紀州材利用推進店」に認定し、他県産材や外材からの転換を
誘導（認定数：76社）

③　水産業の振興

○

本県の内水面漁業の振興を図るため、内水面漁業の振興に関する法律及び内水面漁業の振興に関す
る基本方針を踏まえ、令和7年度までの5年間を計画期間とする振興計画を策定

○

捕鯨に対する県民の理解を深めるとともに、鯨食普及による消費拡大を図る取組として、県庁内でパネ
ル展を開催し、職員食堂でくじら料理を提供

○

養殖業者を対象に養殖業のスマート化を目指す上で必要な機器の紹介や養殖業者と機器メーカーとの
マッチングを行う「スマート養殖フェア」を開催（参加者45名）

エコプロ2021出展（12月）

和歌山県内水面漁業振興計画の策定（7月）

わかやま林業体感セミナー2021（7月、9月、10月、11月、12月）

紀州材や県産木材品を全国にPRする特別市を開催

「企業の森」調印式

和歌山県森林・林業総合戦略の推進

「わかやまの山村」絵画コンクール（8月）

「新・紀州林業への挑戦」研修会 "ウッドショック"から考えるこれからの林業（10月）

紀州材ベストユーザー賞表彰式（10月）

「おいしい ヘルシー くじら肉！」の開催（9月、10月）

わかやまスマート養殖フェア（11月）

きのくに伐木チャンピオンシップ（11月）
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④　農林水産業の担い手の育成・確保

○

県内で自立就農や農業法人等への就職を希望される方を対象に、就農に向けた相談会を開催
　参加者42名（2会場合計）

○

林業への新規就業希望者を対象とした１年間のコースで、林業に必要な実践的技術や資格・知識を身
につけ、幅広い視野で第一線にて活躍できる人材を育成（4期生3月修了9名、5期生4月入講11名）

○

漁業における担い手を育成・確保するため、漁協等が就業希望者に対して実施する漁業研修の取組を
支援（研修生15名）

３．観光の振興

①　和歌山の魅力を磨く

○

「和歌山県特定複合観光施設設置運営事業」の事業者公募における提案審査書類等の提出者2者を公
表

○

紀の川サイクリングロードと世界遺産高野山を含む紀北地域で大規模サイクリングイベントを開催（参加
者290名）

○

千葉県銚子市から太平洋岸沿いを通過し、和歌山市に至る延長1,487kmの「太平洋岸自転車道」が「ナ
ショナルサイクルルート」に指定

○

和歌山市及び和歌山県公安委員会との協議を踏まえ、優先権者を選定
　優先権者：ｸﾚｱﾍﾞｽﾄﾆｰﾑﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ㈱及びClairvest Group Inc.のコンソーシアム

○

和歌山県特定複合観光施設設置運営事業に係る優先権者と基本協定を締結
　優先権者：ｸﾚｱﾍﾞｽﾄﾆｰﾑﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ㈱及びClairvest Group Inc.のコンソーシアム

○

和歌山電鐵貴志駅の執行役員ウルトラ駅長として大活躍中の「ニタマ駅長」がわかやまを全国へ発信し
た功績を称えるため、「和歌山県勲功爵」の称号を授与

○

100 人の会メンバーで作家の荒俣宏氏、写真家の山本まりこ氏、旅行作家の石田ゆうすけ氏が出演さ
れた、高野山・熊野の魅力講座をオンラインで配信

○

世界遺産に対する保全・活用の意識を醸成するため、参詣道を良好な状態で後世へ引き継ぐ保全活動
トレッキングを実施（2回の参加者計168名）

○

世界遺産を中心に所在地域の魅力を各種メディアを介して全国に情報発信することで、当該地域へのさ
らなる誘客を図るため、熊野那智大社を舞台にコンサートを開催

○

9月から11月にかけて、JR西日本和歌山支社がきのくに線において実施したサイクルトレインの実証実
験が大変好評であったため、引き続き「サイクルトレイン2022」として通年実施

②　和歌山へ招く

○ 

世界的旅行ガイドブック「ロンリープラネット」が、その年の最も旬な旅行先を紹介する「Best in Travel
2021」において「読者が選ぶサスティナビリティーに配慮した観光地」に「和歌山」が世界で唯一選出

わかやまサイクリングフェスタ2021（3月）

「和歌山県特定複合観光施設設置運営事業」事業者公募における提案審査書類等の提出者公表（1月）

新規漁業就業者の育成

ＵＩターン就農相談フェア（7月、11月）

きのくに線におけるサイクルトレイン

和歌山農林大学校林業研修部  林業経営コース

世界遺産「高野・熊野夢舞台」コンサート2021（11月）

ロンリープラネット「Best in Travel 2021」サスティナビリティー部門に「和歌山」が選出（2月）

参詣道環境保全トレッキング（11月、12月）

『高野山・熊野を愛する100人の会』高野山・熊野の魅力講座オンライン配信（9月～3月）

「和歌山県特定複合観光施設設置運営事業」事業者公募における優先権者の選定（7月）

「和歌山県特定複合観光施設設置運営事業」に係る基本協定の締結（8月）

「ニタマ駅長」和歌山県勲功爵称号授与式（8月）

太平洋岸自転車道のナショナルサイクルルート指定（5月）
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○ 

本県の海・川・山・空などの豊かな自然を活かしたアウトドア・フィールドでリフレッシュしてもらうため、本
県アウトドアの魅力発信や体験メニューのオンライン予約ができるポータルサイトを、国内最大級の体験
予約サイトを運営する「アクティビティジャパン」のWEBサイト内に開設

○ 

世界で最も著名な飲食店ガイドブック「ミシュランガイド」が和歌山県の飲食店・レストランを初めて掲載

○

水にまつわる観光資源を「水を見る」、「水が創る」、「水と遊ぶ」といった「水」を切り口とした意外性のあ
るテーマ設定で整理し、まだ知られていない和歌山の魅力をウェブサイトや冊子により発信
令和2年10月30日から令和4年2月28日までの間、「滝」と「絶景」の２つのコースを巡るスタンプラリーを
モバイル形式で実施

○

県内全域にわたるサイクリングロード(ブルーライン)に加え、バイクラックの設置や応急処理のための工
具の貸し出しなどを行うサイクルステーションの整備、サイクリストに優しい宿泊施設の拡大により和歌
山を安全・安心・快適に周遊できる環境を整えるとともに、海・山・川の変化に富むサイクリングロードを
「WAKAYAMA８００」として、その魅力を継続的に情報発信
モバイルスタンプラリー(4th season)を実施し周遊を促進(7月1日～3月22日)
有名自転車アニメ「弱虫ペダル」とのタイアップ企画として、スペシャルグラフィックを活用した発信と、モ
バイルスタンプラリー弱虫ペダル特別版を実施（10月18日～1月16日）

○

神話の時代から近代に至るまで、県内各地に点在する歴史を100の旅モデルに整理し、歴史スポットだ
けでなく歴史にまつわる秘話、SNS映えスポット、食・温泉・体験など、本県の歴史と旅の楽しみ方を「わ
かやま歴史物語」として、平成30年3月から特設ウェブサイトや冊子（概要版）により発信
特に江戸時代以降に活躍した人物にゆかり深い旅モデルの地を巡るスタンプラリーをモバイル形式で
実施

○

新型コロナウイルス感染症拡大による影響からの回復を着実なものとするためのキャンぺーンを継続
ＳＮＳ等を活用した情報発信や「わかやまリフレッシュプラン」、テーマ別のスタンプラリー等の県内周遊
促進施策をはじめ、宿泊客に豪華賞品が当たる「宿泊得々キャンペーン」等を実施

③　和歌山でもてなす

○ 

第9期生高野・熊野地域通訳案内士誕生
　登録者数：英語9名、中国語5名、フランス語4名

○ 

高野山及び山麓地域において、電車・バスや観光施設、アクティビティ等のチケットの予約・決済・発行・
利用がスマートフォン1つで可能とする交通・観光のデジタル化実証事業を実施

○ 

外国人観光客とのコミュニケーション向上のため、多言語電話通訳・簡易翻訳サービス（13言語）を継続
して実施（52事業者が登録）

４．時代の潮流を踏まえた産業の新しい発展

①　ICT等の利活用推進

○

和歌山県ワーケーションホームページにて、ワーケーションで和歌山に訪れる方・企業向けにサービス
を提供される事業者・団体の取組を紹介し、和歌山県内におけるワーケーション受入体制をPR

○

ワーケーションを行い、また転職なき移住を行うことで、関係人口の創出、地域課題の解決、地域の産
業活性化等の効果を見込まれることから、富士通㈱と連携協定を締結

わかやま歴史物語

サイクリング王国わかやま

「蘇りの地、わかやま」キャンペーン

高野・熊野地域通訳案内士育成事業（5月）

「Wakayama Workation Networks」（通年）

富士通㈱とのワーケーション・移住に関する協定締結（10月）

多言語電話通訳・簡易翻訳サービス

和歌山ならではのアウトドア観光ポータルサイト「わかやま遊び」を開設（7月）

交通・観光施設チケット等のデジタル化実証事業 KiiPass Koyasan （10月～11月）

水の国わかやま

「ミシュランガイド京都・大阪＋和歌山2022」発刊（10月）
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○

和歌山県内でワーケーション体験ツアーを開催し、参加者の協力のもと、和歌山でワーケーションを行う
ことで得られるメリットに関して様々なアプローチからデータ測定及び効果検証を実施
また、ツアーの模様や結果について参加者自らＳＮＳ等のメディアで情報発信することにより、広く全国
に和歌山ワーケーションの魅力を発信

②　データ利活用の促進

○

統計関係者の士気高揚と統計思想の普及啓発を目的とし、統計に関して功績のあった者を表彰すると
ともに、講演会を実施（参加者約150名）

○

全国の高校生・大学生を対象としてデータを利活用した行政課題解決アイデアを募集するコンペティショ
ンの最終審査会・表彰式を実施

○

データやグラフを通じて、児童・生徒の皆さんにふるさと和歌山を知っていただくとともに、統計に親しん
でもらうために、小学生・中学生を対象とした出前授業を実施（小・中・団体で2回50名参加）

③　国際化を踏まえた産業の新しい発展

○

10月1日に日本産温州みかんのベトナムへの輸出が解禁されたことを受け、現地でのプロモーションの
拡大を念頭に両国産品のプロモーション活動の協力関係を強力にするため、平成30年10月に締結した
覚書を拡充し更新

○

宇宙の魅力や ロケット・人工衛星の可能性、そして串本町にロケット発射場ができる意義を多くの方に
知っていただくため、宇宙飛行士の山崎直子さんをはじめ各宇宙分野で日本を代表する方々に講演い
ただくシンポジウムを串本町で実施（来場者数約200人、別途オンライン配信）

ベトナム商工省との覚書更新（11月）

④　時代を先導する産業の発展

宇宙シンポジウム in 串本（7月）

和歌山ワーケーションファムツアー（11月）

第5回和歌山県データ利活用コンペティション最終審査会・表彰式（12月）

子供版「出張！県政おはなし講座」統計っておもしろい！数字でみる和歌山

和歌山県統計大会（2月）
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Ⅶ　いのちを守る

１．自然災害への備え

①　「災害による犠牲者ゼロ」の実現

○

土砂災害のおそれのある区域について、土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定が令和3
年4月までに完了（土砂災害警戒区域等指定箇所数：21,879箇所）
今後は、ハード対策箇所や地形改変箇所の警戒区域等の更新を予定

○

洪水被害を軽減させるため、二川ダム、椿山ダム、七川ダム及び殿山ダムにおける事前放流について、
関西電力㈱と合意の上、平成24年出水期から運用してきたが、残る広川ダム、切目川ダム及び島ノ瀬
ダムにおける事前放流についてもダム管理者や関係利水者と合意し、令和3年出水期から運用

○

「防災わかやまメール配信サービス」を利用し、事前に登録された方に土砂災害の危険度をメールでお
知らせするシステムの運用を開始（知りたい箇所を最大8箇所まで登録可能）

○

和歌山県に在住（通勤・通学含む）する外国籍の方々に対し、新型コロナウイルス感染症に関する情報
や災害時の支援に関する情報などを多言語により迅速に提供するメール配信サービスを開始
翻訳言語はやさしい日本語、英語、中国語、フィリピノ語、ベトナム語の５言語

○

国土交通省において、紀伊半島大水害の洪水実績（24,000m3/s）や、気候変動の影響による降雨量の
増加を踏まえた基本高水のピーク流量の設定に加え、本県が先進的に取り組んできた「事前放流」によ
る洪水調節機能を見込むなどを内容とした方針に変更

○

国が令和2年12月に取りまとめた「防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策」（事業規模概ね
15兆円程度）を活用し、県の防災・減災、国土強靱化対策を加速化

○

７月３日に静岡県熱海市で発生した大規模な土石流災害を踏まえ、土砂災害警戒区域（土石流）等類似
の災害が発生する可能性がある区域を対象に総点検を実施
　盛土箇所5,838　　現地（目視）点検箇所561　　詳細調査又は対策を行う箇所4

○

東海・東南海・南海３連動地震において4町22地区、南海トラフ巨大地震において12市町61地区と想定し
た避難困難地域を解消するための取組を推進（3連動地震で16地区、巨大地震で10地区が解消済み）

②　発災直後の迅速な救助体制と早期復旧体制の確保

○

・ 孤立集落通信訓練（1月）

大規模災害発生時に市町村と孤立集落間の情報伝達を円滑にするため、防災行政無線等の動作確認
や操作方法の習熟を図る通信訓練を実施

・ 和歌山県危機管理局職員等の災害対応能力向上訓練（2月）

県危機管理局職員、県災害対策本部総合統制室応急対策班で勤務する職員を対象とした災害対応訓
練を実施し、同職員の災害対処能力の向上を図るとともに、発災の初期対応について検証する訓練を
実施
　訓練会場：県庁南別館及び訓練参加機関所定場所
　参加機関：和歌山県下消防、陸上自衛隊第３７普通科連隊等

土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定完了（4月）

防災・減災、国土強靱化対策を加速化

津波避難困難地域の解消

行政の災害対応力強化

土砂災害の危険度のメール配信開始（6月）

県内すべてのダムにおいて事前放流の運用開始（6月）

熱海市での大規模な土石流を受けた県内の盛土総点検を実施

新宮川水系河川整備基本方針の変更（10月）

外国人サポートメール開始（10月）
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・ 和歌山県災害対策本部総合統制室運営図上訓練（8月）

県危機管理局職員、県災害対策本部総合統制室応急対策班及び消防応援活動調整本部で勤務する
職員を対象とした災害対応訓練を実施し、同職員の能力向上、他機関との連携強化を図るとともに、発
災の初期対応について検証する訓練を実施
　訓練会場：県内南別館及び訓練参加機関所定場所
　参加機関：陸上自衛隊第３７普通科連隊、県警察本部、県内消防、
　　　　　　　　自衛隊和歌山地方協力本部、和歌山海上保安部等

・ ｢世界津波の日｣地震・津波避難訓練（11月）

地震・津波に対する防災意識の高揚を図るため、県内全域を対象とする地震･津波避難訓練を｢世界津
波の日｣に合わせて実施
　参加者：約127,600名

○

・ 県オリジナルの災害対応シミュレーションゲーム「きいちゃんの災害避難ゲーム」（3月）

災害時の迅速な避難行動や日頃からの備えの重要性、円滑な避難所運営のために必要となる協力体
制等について、楽しみながら実践的に学べる教材として県オリジナルのゲームを作成
地域での訓練や学校での防災教育等への貸出し用として市町村や振興局に配備

・ 和歌山県防災ナビが「ジャパン・レジリエンス・アワード2021」でグランプリを受賞（3月）

防災情報をより迅速かつ確実に県民に伝達し、災害時の的確な避難行動を促すための防災情報発信
アプリ「和歌山県防災ナビ」がジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）2021のグランプリを受賞

・ 地域防災リーダー育成講座「紀の国防災人づくり塾」（7月～11月）

自主防災組織や企業等で中心的な担い手となる地域防災リーダーを育成し、地域防災力の向上を図る
ため、防災に関する知識・技術を学ぶ講座を開催（修了者186名）

・ 紀伊半島大水害慰霊碑等献花（9月）

紀伊半島大水害から10年を迎えるにあたり、各地域にある慰霊碑等に追悼の意を込めて献花を行うと
ともに、災害の教訓を踏まえた県のこれまでの取組等を記した「紀伊半島大水害復興１０年の軌跡」をお
供え

・ 濱口梧陵偉業顕彰シンポジウム（11月）

濱口梧陵の多様な功績と、稲むらの火の故事に因んで制定された「津波防災の日」「世界津波の日」の
趣旨を、県内外及び海外へ発信するため、シンポジウムを開催（受講者：約2,750名）

○

・ 県内トヨタ系販売会社５社と災害時の給電車両に関する協定の締結（2月）

災害による大規模停電が発生した際に、円滑な応急対策を実施するため、外部給電可能な車両等の貸
与に関して、県内トヨタ系販売会社５社と協定を締結

・ 「大規模災害時における食材等の供給及び避難所における調理協力に関する協定」の締結（3月）

県内において大規模災害が発生した際の、食材等の供給及び避難所における調理協力に関し、（一社）
和歌山県調理師会、和歌山県中小企業団体中央会、（公社）日本調理師会と協定を締結

・ 「大規模災害等発生時における災害救助犬に関する協定」の締結（3月）

県内において大規模災害が発生した際に、被災者の捜索活動を円滑に実施するため、認定特定非営
利活動法人日本レスキュー協会と協定を締結

・ 「災害時における災害復興トレーラー利用等に関する協定」の締結（9月）

県内において大規模災害が発生した際に、避難所における調理協力の際の災害復興トレーラーの利用
に関し、和歌山県町村会、すさみ町と協定を締結

③　県民生活の早期再建と地域のより良い復興

○

・ ライフラインのリダンダンシー点検の実施（11月～）

県民の生命、生活に関わる全てのライフラインについて、点検プロジェクトチームで策定した点検項目を
基に、複数化など代替機能の確保、強靭化など災害に対するリダンダンシーの点検を実施

・ 災害廃棄物排出模擬訓練（11月）

住民及び災害ボランティアを対象に、退蔵品を災害廃棄物に見立てて、災害廃棄物を集積所まで搬出
する模擬訓練をかつらぎ町で実施（参加者74名）

地域防災力の強化

より効果的な災害対策を講ずるための協定締結

復旧・復興に向けた体制の整備及び人材の確保
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○

・ ＢＣＰ（事業継続計画）セミナー（3月）

県内中小企業を対象に、災害時等緊急事態における被害を最小限に食い止めるため、事業継続計画
に係るオンラインセミナーを開催（参加者34社55名）

・ ＢＣＰ（事業継続計画）セミナー（11月）

県内中小企業を対象に、災害時等緊急事態における被害を最小限に食い止めるため、事業継続計画
に係るセミナーを開催（参加者14社19名）

２．医療の充実と健康の維持　

①　命を守る医療の充実

○

薬の効きにくい難治性部分てんかんの人で重症度に関連する脳のネットワーク異常を和歌山県立医科
大学が世界で初めて発見

○

国産で最初の医療手術用ロボットhinotoriによる国内2施設目の手術を和歌山県立医科大学で実施

②　医療提供体制の再編・充実

○

将来のあるべき適切な医療提供体制を示した「地域医療構想」の実現に向け、各医療圏域において、医
療機関や医療団体等の関係者により構成される地域医療構想調整会議を開催

③　医療人材の育成・確保

○

和歌山県立医科大学薬学部を伏虎キャンパス(和歌山市立伏虎中学校跡地)に開設
4月6日に第1期生となる100人が入学

○

医療系としては全国で５番目に認可された和歌山リハビリテーション専門職大学が開学
4月17日に第１期生が入学（理学療法と作業療法の2コース）

④　健康づくりの推進

○ 介護予防体操実践教室の実施（8月～12月）

高齢者の介護予防を進めるため、理学療法士や運動指導士の指導による体操実践教室をオンラインで
実施（計15回、参加者延べ907名）

３．安全な社会の実現

①　治安・交通安全の向上

○

今なお跡を絶たない交通事故被害者の現状を直視し、交通事故を起こさないという誓いのもと、悲惨な
交通事故の根絶に向けて、計画を策定
　目標　交通事故死者数 17人以下（前年18人）　重傷者数 313人以下（前年314人）

第11次和歌山県交通安全計画の策定

てんかんの重症度に関連する脳機能指標を世界で初めて発見（1月）

地域医療構想の推進

迅速な産業活動の再開

和歌山県立医科大学薬学部に第1期生が入学（4月）

和歌山リハビリテーション専門職大学に第１期生が入学（4月）

国産初の医療用ロボットhinotoriを用いた手術に成功（4月）
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Ⅷ　くらしやすさを高める

１．快適な生活環境の実現　

①　良好な生活空間づくり

○

県庁各部からリエゾンを派遣し情報収集、断水対応を支援
備蓄飲料水（29,000本）・給水袋（37,000枚）を県が手配協力
県道六十谷橋上に仮設バイパス管を敷設し、崩落から6日後に家庭への給水が復旧

○

県民の生命、生活に関わる全てのライフラインについて、点検プロジェクトチームで策定した点検項目を
基に、複数化など代替機能の確保、強靭化など災害に対するリダンダンシーの点検を実施

○

環境保全活動に優れた功績のあった個人・団体を表彰し、その活動事例を広く県民に紹介することによ
り、県民の環境保全に関する意識の向上と自主的な取組を促進
　　大賞受賞活動：環境と経済を両立した二川小水力発電所プロジェクト

②　循環型社会の構築

○

スポーツの要素を取り入れたゴミ拾い「スポGOMI大会」を開催
　日高川町：12チーム、48人　　和歌山市：13チーム、50人

○

県民及び県内事業者の自主的な清掃活動を「わかやまごみゼロ活動」として認定し、県ホームページ等
で情報発信するとともに、清掃活動用資機材の貸与、環境啓発グッズの提供などで支援
　令和3年中に認定した「わかやまごみゼロ活動」の数：17団体

○

紀南地域の公設最終処分場（田辺市）が供用開始
　埋立容量：198,000㎥　埋立期間：15年

○

県民・事業者・行政が一体となって、プラスチックごみの削減に向けた取組を推進するため、3Ｒ推進全
国大会をオンラインにて開催

○

環境監視員により、県内全域で監視パトロールを実施
10月を「和歌山県ごみの散乱防止強化月間」として10月1日に県庁正面で監視パトロール出発式を実施
口頭指導281件、回収命令0件（令和3年実績）

③　地球温暖化対策の推進

○

風況の良い海域について、自然環境や社会的な事業環境の観点から、事業の可能性を検討することに
適した海域と事業推進に慎重となるべき海域を示すゾーニングを実施し、あらかじめ県の考え方を示し
たゾーニングマップ及びゾーニング報告書を作成

○

気候変動などの様々な環境問題に総合的かつ計画的に取り組むため、2050年カーボンニュートラルを
目指すことを盛り込んだ「第5次和歌山県環境基本計画」を策定

第20回わかやま環境賞（10月）

クリーンアップ運動～スポGOMI大会～（10月）

わかやまごみゼロ活動

環境監視員パトロール

和歌山市六十谷水管橋の一部崩落に伴う断水対応（10月）

ライフラインのリダンダンシー点検の実施（11月～）（再掲）

第5次和歌山県環境基本計画の策定（3月）

第15回3Ｒ推進全国大会（10月）

紀南広域廃棄物最終処分場の供用開始（7月）

洋上風力発電に係るゾーニングマップ及びゾーニング報告書の作成（2月）
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２．支え合う福祉の充実　　

①　高齢者福祉の推進

○

施設への入所を望む高齢者のために必要となる特別養護老人ホームなどの施設を2035年までに約
17,500床整備する計画を着実に実行

○

介護の必要度が低い軽度の方を対象に、自立につながる適切なケアプランを検討するための「地域ケ
ア個別会議」に取り組む市町村を支援（全市町村で実施）

②　障害者福祉の推進

○

障害を克服し、生き生きとした社会生活を送っている人に対する知事表彰状及び障害のある人の活動
を支えている人に対する知事感謝状の授与式を挙行

③　困難を抱える家庭等へのきめ細やかな対応と自立支援

○

地域間で格差のない、途切れることのない犯罪被害者等支援の在り方について理解を深めることを目
的に、県内市町村・振興局・警察・和歌山地方検察庁・和歌山保護観察所の担当職員を対象に研修会
を開催

○

アルコール健康障害の発生、進行及び再発の防止を図り、併せてアルコール健康障害を有する県民等
に対する支援の充実を図ることを目的として計画を策定

④　福祉人材の育成・確保

○

外国人介護人材の受入れを希望する和歌山県内の介護施設・事業所を支援するため、一定の要件を
満たした職業紹介事業者又は技能実習監理団体と県内介護施設・事業所とのマッチング相談会を開催

外国人介護人材マッチング相談会

特別養護老人ホームなどの着実な整備

自立支援型ケアマネジメントの推進

第19回紀の国チャレンジド賞及び紀の国チャレンジド・サポート感謝状授与式（12月）

犯罪被害者等支援担当職員研修会（11月）

和歌山県アルコール健康障害対策推進計画の策定（11月）
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１．活力と魅力のあるまちづくり

①　和歌山が誇る豊かな自然の継承

○

高野山を支えるとともに、平地の少ない有田川上流域の暮らしを発展させた持続的農林業システムであ
る「聖地 高野山と有田川上流域を結ぶ持続的農林業システム」と、日本で初めてみかん栽培を生計の
手段にまで発展させた持続的農業システムである「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム」が日
本農業遺産に認定

○

地域とともに活動することで継続的な連携を目指す和歌山大学と、ジオパーク活動を通じ地域課題の解
決を目指す南紀熊野ジオパーク推進協議会と県が、ジオパーク活動を通じた地域振興を図るために、3
者による相互連携協定を締結

○

県内の豊かな自然環境や希少な動植物を将来にわたり保全していくため、その担い手となる人材を発
掘・育成することを目的に、小・中学生を対象とした自然学習会「ネイチャー・キャンプ」を開催

○

子供たちのジオパークに対する興味や関心を喚起し、自立的・継続的研究へとつなげるため、専門家の
指導や助言を受けながら、子供たちが主体的に調査・研究等の実践活動を行う「南紀熊野ジオパーク探
偵団」をスタート（団員79名）

②　和歌山が誇る文化遺産や景観の保存・保全と活用

○

和歌山県誕生150年を記念し、郷土についてさらに理解と関心を深め、ふるさとを愛する心を育む機会と
するため、和歌山県の成り立ちやこれまでのあゆみ、県内各地の今昔写真、未来に向けた県の取組等
をパネルで紹介（県内10箇所を巡回展示、11月は県民文化会館で展示）

○

2月：5箇所9件（旧土谷住宅主屋、島影家住宅主屋、浦家住宅、旧楠本家住宅、森家住宅）
6月：4箇所9件（久保田家住宅、槇尾山明神社、楞厳寺、旧谷畑家住宅）
10月：1箇所1件（大前屋旅館）

○

3月：湯浅党城館跡 湯浅城跡・藤並館跡、樫野埼灯台及びエルトゥールル号遭難事件遺跡
10月：和歌山城の一部

○

高野山奉納小型木製五輪塔及び関連資料

○

安居近世用水路　附　安居暗渠碑(2,680.69㎡)
龍松山城跡(11,234㎡)

〇 創立50周年記念特別展「きのくにの名宝－和歌山県の国宝・重要文化財－」（10月～11月）

県立博物館が昭和46(1971)年に創立されてから50周年をむかえることを記念して、和歌山県に残された
国宝・重要文化財を展示

〇 特別展「和歌山の近現代美術の精華」（10月～12月）

和歌山ゆかりの近代・現代美術の重要作を、日本画、洋画、彫刻、版画、そして写真やデザインといった
分野にも注目しながら紹介し、和歌山で育まれた文化の魅力を広く発信

○

県立紀伊風土記の丘において、紀州の海の民が育み日本各地にもたらした技術や産物及び各地で活
躍した足跡を紹介し、和歌山を含む紀伊半島の海洋民が果たした文化的役割を紹介

Ⅸ　地域を創る

開館50周年記念秋期特別展　「海に挑み、海をひらくーきのくに七千年の文化交流史ー」（10月～12月）

南紀熊野ジオパークの活動推進に向けた和歌山大学との相互連携協定締結（3月）

ネイチャー・キャンプの開催（8月、10月、11月）

「聖地 高野山と有田川上流域を結ぶ持続的農林業システム」及び「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシ
ステム」が日本農業遺産に認定（2月）

和歌山県誕生150年パネル展（8月～12月）

国登録有形文化財(建造物)の新規登録（2月、6月、10月）

国史跡の指定（3月、10月）

国登録有形民俗文化財の新規登録（3月）

和歌山県指定文化財の新規指定（4月）

南紀熊野ジオパーク探偵団の発足（10月）
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○

近畿・東海・北陸ブロック12府県内に伝承される民俗芸能を広く公開し、その鑑賞を通して、伝統文化に
対する理解と認識を深めることを目的に開催（出演7団体）

③　個性豊かで暮らしやすい中山間地域づくり

○

ふるさと生活圏（寄合会）や移住者の受入に取り組む受入協議会が抱える課題の解決やより発展した取
組を行っていくための交流研修会を開催
　1月：有田川町　参加者57名　　　8月：田辺市　参加者68名

○

新たな関係人口を創出するため、地方のしごとや暮らしに関心のある学生と若者の力を活かして地域
の活性化を図りたい団体・個人をマッチングするアプリを運用開始

○

全国の半島関係者が一堂に会し、関係国会議員や関係省庁に対して、半島地域の自立的発展を図る
ための支援を求めることを目的に大会を開催（参加者225人）

○

地域固有の資源を活用し、個性豊かで活力ある地域づくりに取り組む市町村を3年間にわたり支援
令和3年度支援プロジェクト：紀州漆器を活用した黒江ブランドの構築プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　「活気あふれる『箕島漁港』」プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　幻の古道と神秘の地「龍の里」づくりプロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　～絶景と歴史とリゾートと～ようこそ和歌山市プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊日高広域での体験型観光ワンストップ化プロジェクト

○

住民生活の一体性を重視したふるさと生活圏を対象に、日常生活機能の確保や地域活性化を総合的
に取り組む活動を支援
令和3年度事業実施生活圏：花園生活圏（かつらぎ町）、粟生生活圏（有田川町）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮岬・大島生活圏（串本町）

２．地域をつなぐネットワーク

①　交通ネットワークのさらなる充実

○

川又工区の供用により、国道425号は御坊市の国道42号交差点から印南町域全区間の2車線整備が完
了
第二次緊急輸送道路に指定されており、災害発生時における迅速な救助・復旧活動にも寄与するもの
と期待

○

国土交通省から近畿自動車道紀勢線「みなべIC～南紀田辺IC」4車線化の事業許可を受けたことを西
日本高速道路株式会社が発表

○

近畿自動車道紀勢線｢有田IC～印南IC」4車線化工事が完了（延長29.2km）
完成式を西日本高速道路㈱等と共同開催

○

一般国道42号串本太地道路の起工式を近畿地方整備局等と共同開催

第63回近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会　和歌山大会（11月）

近畿自動車道紀勢線｢みなべIC～南紀田辺IC｣4車線化の事業許可（3月）

近畿自動車道紀勢線｢有田IC～印南IC｣4車線化完成（12月）

学生関係人口マッチングアプリ「わかやま CREW」 （10月）

一般国道42号「串本太地道路」起工式（12月）

ふるさと生活圏＆受入協議会交流研修会（1月、8月）

一般国道425号【川又工区】の供用（3月）

半島振興対策促進大会（11月）

わがまち元気プロジェクト

わかやま版「過疎集落支援総合対策」
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○平成１８年１２月以降の本県への企業立地動向

企業名 立地場所 企業名 立地場所

1 アイコム㈱ 紀の川市 41 笠野興産㈱ 和歌山市

2 ㈱ＮＴＮ 上富田町 42 ㈲コバタ総合研究所 橋本市

3 ㈱松源 和歌山市 43 田辺金属工業㈱ 田辺市

4 ペトロマテリアル㈱ 和歌山市 44 朝日オリコミ和歌山 和歌山市

5 アトラック㈱ 橋本市 45 ㈱中井鉄工所 橋本市

6 エアウォーター㈱ 和歌山市 46 ㈱しんこう技研 紀の川市

7 本州化学工業㈱ 和歌山市 47 旭精機㈱ 橋本市

8 剤盛堂薬品㈱ 和歌山市 48 ㈱ＮＭソルト 和歌山市

9 恵和㈱ 印南町 49 木本産業㈱ 有田市

10 ㈱タカショー 海南市 50 尾高ゴム工業㈱ 紀の川市

11 原田織物㈱ 橋本市 51 太洋工業㈱ 和歌山市

12 ㈱スミロン 日高川町 52 住友精密工業㈱ 和歌山市

13 ㈱オークワ 和歌山市 53 花王㈱ 和歌山市

14 ㈱ユアブレインズ 和歌山市 54 エアウォーター㈱ 和歌山市

15 ビーウィズ㈱ 和歌山市 55 南海化学工業㈱ 和歌山市

16 恵和㈱ 御坊市 56 ㈱三晃精密 橋本市

17 大輪産業㈱ 橋本市 57 ㈱ふみこ農園 有田市

18 ㈱アルバック 橋本市 58 ㈱テクノ・アシスト 紀の川市

19 亀宝倉庫㈱ 和歌山市 59 棒引製材 みなべ町

20 ㈱ＮＭソルト 和歌山市 60 白光印刷 和歌山市

21 南海化学㈱ 和歌山市 61 林化成㈱ 橋本市

22 ミナベ化工㈱ みなべ町 62 ㈱見果てぬ夢 田辺市

23 パナソニック㈱ＡＩＳ社 紀の川市 63 大日本除虫菊㈱ 海南市

24 辻岡運輸㈱ 和歌山市 64 共同印刷㈱ 有田川町

25 和歌山市 65 花王㈱ ※研究施設 和歌山市

26 和歌山市 66 紀和化学工業㈱ 紀の川市

27 和興建産㈱ 和歌山市 67 三菱電機㈱ 和歌山市

28 太陽食品㈱ 和歌山市 68 日建産業㈱ 御坊市

29 極東化成工業㈱ 岩出市 69 豊国金属工業㈱ 橋本市

30 尾高ゴム工業㈱ 紀の川市 70 ミナベ化工㈱ みなべ町

31 関戸運輸㈱ 和歌山市 71 ㈱ニッコク 岩出市

32 アドバン工業㈱ 和歌山市 72 紀州ファスナー工業㈱ 御坊市

33 ㈲久保田エンジニア 紀の川市 73 ㈱九重雑賀 紀の川市

34 ㈱ホタニ 紀の川市 74 ㈱丸徳水産 和歌山市

35 ㈱エスアールアイ 海南市 75 ハグルマ㈱ 紀の川市

36 ペトロマテリアル㈱ 和歌山市 76 藤本製薬㈱ 御坊市

37 東京製綱㈱ 和歌山市 77 北広ケミカル㈱ 橋本市

38 ㈱マルテン天満屋 日高川町 78 ヤマトコンタクトサービス㈱ 和歌山市

39 ㈱コズミックランド 白浜町 79 日進化学㈱ 橋本市

40 大阪富士工業㈱ 和歌山市 80 スターゼン西日本販売㈱ 和歌山市

新日鐵住金㈱
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企業名 立地場所 企業名 立地場所

81 ㈲日本鮪養殖 那智勝浦町 121 ㈱山登化学 橋本市

82 ㈱串本マリンファーム 串本町 122 大和歯車製作㈱ 日高川町

83 南紀串本水産㈱ 串本町 123 南海スチール㈱ 和歌山市

84 東京製綱㈱ 和歌山市 124 ㈱九重雑賀 紀の川市

85 川口水産㈱ 有田市 125 ㈱竹中商店 田辺市

86 和歌山ガーデンクリエイト㈱ 海南市 126 ㈱プリントテクニカ 橋本市

87 ㈱ケー・ワイ・ビー 紀の川市 127 メディスト㈱ 白浜町

88 ㈱イブバイオサイエンス 橋本市 128 ㈱興栄ケミカル工業所 橋本市

89 中紀精機㈱ 御坊市 129 ㈱早和果樹園 有田市

90 ㈱エス・ティー・ワールド 和歌山市 130 ㈱インテリックス 和歌山市

91 ㈱赤井工作所 岩出市 131 中紀精機㈱ 印南町

92 ㈱ユニカル 橋本市 132 笠野興産㈱ 和歌山市

93 クックスベスト㈱ 那智勝浦町 133 太陽シールパック㈱ 和歌山市

94 ㈱ゼネラルステッカー 田辺市 134 ㈱ポタジエ 紀の川市

95 ナイス㈱ 和歌山市 135 ㈱サンコー 海南市

96 松林金属㈱ 橋本市 136 尾高ゴム工業㈱ 紀の川市

97 ㈱インテリックス 和歌山市 137 ㈱セールスフォース・ドットコム 白浜町

98 中部抵抗器㈱ 紀の川市 138 ㈱梅丹本舗 紀の川市

99 富士香料化工㈱ 橋本市 139 ライオンケミカル㈱ 和歌山市

100 岡村製油㈱ 橋本市 140 旭精機㈱ 橋本市

101 理工協産㈱ 橋本市 141 ㈱西日本建設物流 和歌山市

102 ㈱たにぐち 日高川町 142 和歌山太陽誘電㈱ 印南町

103 川本化成㈱ 和歌山市 143 日本遠隔制御㈱ 橋本市

104 ㈱玉林園 和歌山市 144 クオリティ㈱ 白浜町

105 ㈱丸阪 橋本市 145 毎日マーク㈱ 橋本市

106 藤本食品㈱ 岩出市 146 光栄ピーナッツ㈱ 橋本市

107 小川工業㈱ 橋本市 147 デュプロ精工㈱ 紀の川市

108 北辰精工㈱ 橋本市 148 前田ロープ工業㈱ 海南市

109 ㈱フューチュレック 海南市 149 ㈱食緑 新宮市

110 ㈱河鶴 みなべ町 150 ㈱寿精密 かつらぎ町

111 橘電装工業㈱ 和歌山市 151 ㈱サンオー 和歌山市

112 ㈱紀山 紀の川市 152 北広ケミカル㈱ 紀の川市

113 紀南パンジー㈱ 上富田町 153 澤田酒造㈱ 橋本市

114 菱岡工業㈱ 和歌山市 154 ㈱菖蒲谷 湯浅町

115 ＥＨ製菓㈱ 田辺市 155 ナギサビール㈱ 白浜町

116 ㈱エムジェイテック 橋本市 156 ㈱インテリックス 和歌山市

117 中辻産業㈱ 橋本市 157 NECソリューションイノベータ㈱ 白浜町

118 真和テック㈱ 橋本市 158 ㈱ＴＲＥＥ 白浜町

119 ナカザワ建販㈱ 紀の川市 159 日進化学㈱ 橋本市

120 ㈱ニュートン・フィナンシャル・コンサルティング 和歌山市 160 ㈱玉林園 和歌山市
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企業名 立地場所 企業名 立地場所

161 小西化学工業㈱ 和歌山市 201 ㈱たにぐち 日高川町

162 ㈱八代 橋本市 202 ㈱ＮＴＮ紀南製作所 上富田町

163 原田織物㈱ 橋本市 203 ハバジット日本㈱ 紀の川市

164 小川工業㈱ 橋本市 204 ㈱赤井工作所 岩出市

165 紀州技研工業㈱ 和歌山市 205 ㈱Ultimate Life 田辺市

166 日進香料㈱ 橋本市 206 ㈱クレアネット 田辺市

167 ㈱モリカワ 田辺市 207 スターティア㈱ 和歌山市

168 幕末㈱ 御坊市 208 大和歯車製作所㈱ 日高川町

169 オーアイテック㈱ 紀の川市 209 ㈱東紀繊維 岩出市

170 ㈱ぼん家具 和歌山市 210 ㈱共立物流システム 紀の川市

171 ㈱９Times 橋本市 211 ㈱西沢木材店 和歌山市

172 田村薬品工業㈱ 橋本市 212 高砂建材工業㈱ 和歌山市

173 日本シール㈱ 橋本市 213 ㈱アイセン 海南市

174 ㈱コテック 橋本市 214 ㈲畑野化成 和歌山市

175 津田工業㈱ 紀の川市 215 ㈱共栄テクシード 紀の川市

176 ㈱早和果樹園 有田市 216 大日本除虫菊㈱ 海南市

177 ㈱ブイキューブ 白浜町 217 エンザントレイズ㈱ 田辺市

178 ㈲島本化繊起毛工場 和歌山市 218 ㈱BizPlatform 和歌山市

179 キタヤマトーヨー住器㈱ 和歌山市 219 ㈱興栄ケミカル 橋本市

180 ㈱佐原工業所 橋本市 220 南海スチール㈱ 和歌山市

181 ㈱嶋治水産 有田市 221 友信化学㈱ 和歌山市

182 ワイオー・ラボ㈱ 湯浅町 222 ライオンケミカル(株) 有田市、有田川町

183 ㈱海南精密 海南市 223 協和プレス 和歌山市

184 アドバン工業㈱ 和歌山市 224 (株)京都プラザホテルズ 白浜町

185 西川製作所 和歌山市 225 (株)オーエ 海南市

186 久保田工業㈱ 和歌山市 226 (株)小松原 和歌山市

187 ㈲プラ和歌山 印南町 227 (株)トランスコスモス 和歌山市

188 ワコー㈱ 海南市 228 (株)農業総合研究所 和歌山市

189 ㈱平和エンジニアリング 紀の川市 229 新中村化学工業（株） 和歌山市

190 ㈱東研サーモテック 橋本市 230 デュプロ精工（株） 紀の川市

191 紀州ファスナー工業(株) 御坊市 231 貴志川工業（株） 紀の川市

192 セイカ㈱ 和歌山市 232 ヤツイ（株） 海南市

193 ㈱松源 岩出市 233 和歌山ノーキョー食品工業 海南市

194 ㈱NTN 橋本市 234 ジェイテック(株) 和歌山市

195 ㈱ｓｕｂLime 白浜町 235 (株)Office　Concierge 白浜町

196 日進香料㈱ 橋本市 236 (株)カベキチ 橋本市

197 (株)アクトプロ 和歌山市 237 (株)ＬＩＮＫ－U 和歌山市

198 三菱地所㈱ 白浜町 238 (株)SAKURAG 白浜町

199 (株)ウフル 白浜町 239 (株)スマサポ 白浜町

200 紀陽除虫菊㈱ 海南市 240 (株)コムテック 和歌山市
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241 福原ニードル(株) 白浜町

242 昭和精工(株) 橋本市

243 竹島鉃工建設(株) 海南市

244 (株)ホームメッシュ関西 和歌山市

245 (株)小谷製缶工業 和歌山市

246 (株)山長商店 田辺市

247 (株)ブルーキャピタルマネジメント 御坊市

248 (株)ナカヱ 印南町

249 (株)エールスタッフ 和歌山市

250 (株)和田精工 かつらぎ町

251 ライオンケミカル(株) 有田市

252 (株)IACソリューションズ 和歌山市

253 (株)Relic 和歌山市・白浜町

※太線枠内は、令和３年立地企業
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